
 

 

 

 

 

令和５年５月１日 
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４月２５日（火）・２７日（木）・２８日（金）の３日間、部活動対抗リレーが行われました。楽し

いパフォーマンスをしながら、たくさんの声援を受けて走った選手の皆さん、お疲れ様でした。新

入部員を迎え、日々の練習を頑張っていることと思います。ゴールデンウィークの練習や、大会で

のますますの活躍を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

                

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作文紹介 Part２今回は５～９組です♪ 

３０５ 

１日目 奥から：男子バスケ・

剣道・男子ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ・吹奏楽・

ソフトテニス・美術 

２日目 奥から：ソフト・女子

バスケ・陸上競技・男子バレー・

野球・女子ハンド 

３日目 奥から：ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・男子

ハンド・女子バレー・サッカー・

帰宅・女子ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

部活動対抗リレーの実況放送

をしてくれた広報委員 



 

 

『中学３年生になって』                      ５組  

 私は中学３年生になって頑張りたいことが３つあります。１つ目は「勉強」です。なぜなら、受

験や内申が大事になる１年なので、中学校生活に悔いが残らないよう、今まで以上に真剣に取り組

みたいと思っているからです。２つ目は「部活」です。２年生の９月、代が変わった時に決めた目

標が「関東大会出場」で、その目標に向けて今まで頑張ってきたからです。夏には、私たちらしい

戦い方で、必ず関東大会に出ます。３つ目は「感謝」です。中学に上がってから、お弁当や練習試

合の送迎でたくさん両親に負担をかけたし、きっとこれからも同様だと思います。だから、この１

年は、学校生活が送れることや、剣道ができることを、「あたり前だ」と思わず、感謝を忘れない

人になりたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『３年生になって』                        ６組  

 ３年生になって、行事などには「最後」という言葉がつくようになった。今、頑張っている部活

だって、もう 3 ヶ月後には引退。2 年生のときに見た先輩方の合唱コンクールを思い出すと、私

たちもあんなようになれるのだろうかと不安でいっぱいになる。はたして私たちは最高学年として

ふさわしくなれるだろうか。不安は尽きないが、私は、この１年を本当に大切にしようと思う。考

えてみれば、1 年生と 2 年生はすぐに終わってしまった。3 年生では、勉強も頑張らなくてはい

けない。辛いことも楽しいことも、3 年生の最後にいい思い出で終われるように「顔晴り」たい。

まずは 5月の修学旅行。この仲間で行くのは最初で最後なので、全力で楽しみたい。この 306で

最後の中学校生活を最高のものにできるといいなと思う。 

 

『自覚』                            7組   

 ４月６日、始業式の日。ついに三年生になってしまったんだなと感じたのは、これまでとは違い、

正面玄関から入った時でした。この日、僕はまだ中学三年生になる「覚悟」ができていなかったの

で、クラスで先生の話を聞いていた時も、憂鬱な気分でした。なぜなら、中学三年生は受験という

大きな壁があるからです。高校受験は人生において、とても大切なものであり、将来にも関わって

３０６ 



 

 

くるということは理解していますが、勉強となるといつもやる気がでませんでした。 

一般生徒が下校した後、僕は校歌を新入生に向けて歌う、校歌紹介に参加しました。大勢の前に

立つという経験はあまりなかったので、正直しんどい思いもありました。歌いながら、一年生のこ

の時期、僕はどのような気持ちだったのだろうと思い返していました。ついに小学校生活が終わり、

気分が高揚した中で迎えた入学式。あの時は三年生にあこがれ、また尊敬していました。 

あの頃の僕と同じように、今の僕を見つめてくる新入生。その視線を受けているのだなと思うと、

憂鬱な気分も吹きとび、中学最後の一年間を悔いの残らない学校生活を送りたいと思いました。 

 卒業した先輩方に比べると、まだまだ及ばないけれど、三年生としての「自覚」を持った僕は、

一つ、大きな壁を乗り越えた気がしました。 
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『トマト』                             ８組  

２年生の春休み最終日の夜、僕は３年生になるのがとても不安でした。友人関係がうまくいくか

とか、勉強についていけるかとか……正直、２年２組のみんなとそのまま３年生でも同じクラスが

いい！と、思っていました。３年生になった今も、そう思ったりもします。 

 けれど、トマトが寒く、厳しい自然環境下に置いた方がおいしくなるように、僕ももっと美味し

くなりたいんです（今でも十分美味しい）！ だから僕は、新しい環境に身を置いて、８組のみん

なと共に、１年間走り抜こうと思います。今までの人生で触れ合えなかったような個性を持った友

達の、知識や感性に触れ、知性という名の養分を実にたくわえ、美味しくなろうと思います。 

 もちろん、自分だけが抜けがけして美味しくなるわけではありません。僕も自分の個性を全開に

し、色々な友達と養分を分け合おうと思います。 

追記：もちろん瀬沼先生もその１人ですよ！！ 

 

『いよいよ３年生』                         ９組  

 四月六日、ついに私たちは最上級生の三年生へと進級しました。 

 一年間共に過ごした二年生のクラスの人たちとの別れは寂しいし、新しいクラスの人たちと仲よ

くなれるかどうか心配だし、正直不安ばっかりだったけれど、いざ教室に入ってみると、温かい雰

囲気だったのでほっとしました。担任の松本先生も、みんなが楽しめるように話しかけてくれて、

少しずつ緊張や不安がとけていった気がします。三年生になると修学旅行があったり、高校入試が

あったり、と様々なことがありますが、新しいメンバーと共に、楽しい日々を送っていけるように、

自分から積極的に話しかけにいきたいです。また、この一年は、「積極性」を個人目標にし、今ま

で挑戦したことのない係や委員会に入るなど、様々なことにチャレンジしていきたいです。 

 クラス替え直後の日々は少し静かな九組だけれど、何カ月か後にはどれぐらいさわがしくにぎや

かになっているのか、とても楽しみです。中学校生活ラストの一年、色々なイベントがありますが、

九組のみんなで一致団結して、最高の一年にし、卒業するときには「九組でよかった」と思えるよ

うに、自分自身も頑張っていこうと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０９ 

最高学年 最高のクラスを 最高の思い出を 


